
１．インシデント・アクシデント報告数（2024年 5月から 10月） 

 

インシデント・アクシデント報告は、病院全体でエラーの発生原因を分析し再発防止策

を講じるための土台となるため、報告する文化が確立されることで患者さんの安全

を向上させることが期待できます。 

  つまり、インシデント・アクシデント報告数が多い病院は事故が多い病院ではなく、

透明性が高く、医療安全に熱心な病院とされます。一般的には、「1年間の報告件数

が病床数の 5倍以上であること」が望ましいとされます。

 

透明性を高めて皆様の信頼を得ることや当院の医療安全意識の向上につながることを目

的に公表しています。 

従来から当院は十分な報告数がありましたが、さらに医療安全管理体制を強化した結果、

今年度は報告数が著明に増加しており、効果が出ていると考えています。 

当院の半年ごとのインシデント・アクシデント報告数 

 

２．個別公表 該当事例なし 
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